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『リクルートエージェント』転職決定者データ分析 
10年間で起きた中途採用市場の構造変化 

「異業種×異職種」転職が約 10年間で 11.9pt増加、最多に 
業界や職種を越えた｢越境転職｣が加速 

約 10年間で「異業種×異職種」転職の割合は「24.2%」から「36.1%」へ 11.9pt増加 
一方、「同業種×同職種」転職の割合は「27.9%」から「19.6%」へ 8.3pt減少 

株式会社リクルート（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：北村 吉弘、以下リクルート）は、転職支援
サービス『リクルートエージェント』の転職決定者分析（2009 年度～2020 年度）を行い、転職市場の動向
をまとめました。以下、結果の概要をご報告いたします。 

転職時の業種・職種の異同状況と推移 

2017 年度以降は「異業種×異職種」の転職パターンが最多。2020 年度は 36.1% 

2009 年度～2020 年度の転職決定者分析から、中途採用市場は「異業種×異職種」への転職が年々増加して
いる様子がわかります。2009 年度の時点では、「異業種×異職種」の転職は、「異業種×同職種（37.2%）」「同
業種×同職種（27.9%）」に次ぐ 24.2%でしたが、2020 年度では 36.1%となり、他の 3 つの転職パターンを上
回っています。 
具体的には、2016 年度から 2017 年度にかけて、「異業種×異職種」の割合が「異業種×同職種」の割合を上
回り、現在の構造に変化したことがわかります。「異業種×異職種」の割合が年々増加する一方で、「同業種
×同職種」の割合は減少の一途をたどっています。「同業種×同職種」は、2009 年度は 27.9%でしたが 2020
年度は 19.6%まで減少しました。 

 
※『リクルートエージェント』転職決定者データの分析 



 

2 

 
※『リクルートエージェント』転職決定者データの分析 

【年代別】転職時の業種・職種の異同状況 

20 代は「異業種×異職種」、30 代・40 歳以上は「異業種×同職種」の割合が最大（2020 年度） 

グラフは 2020 年度の年代別の状況を示しています。全体で最も割合が大きかった「異業種×異職種」は、20
～24 歳で 52.0%と特に割合が大きく、年代が上がるにつれて割合は減少しています。一方で、「異業種×同
職種」および「同業種×同職種」は 20～24 歳で最も割合が小さく、年代が上がるにつれてこれらのパターン
の割合が増える傾向がみられます。 
20 代を中心とした若手では「異業種×異職種」への転職が顕著で、年代が上がるにつれて職種の経験やスキ
ルを軸にした「異業種×同職種」や「同業種×同職種」への転職がメインとなっています。ただし、「異業種
×異職種」の転職パターンの増加は 30 代以上でも起きており、今後 20 代と同様に、より一般的な転職パタ
ーンとなる可能性を示唆しています（p.5 参考情報参照）。 
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※『リクルートエージェント』転職決定者データの分析 

【経験職種別】転職時の業種・職種の異同状況 

接客系・企画系で「異業種×異職種」の転職が顕著。 

経験職種別に「異業種×異職種」の 2020 年度の状況をみると、「接客・販売・店長・コールセンター」が特
に高い割合を示しています（65.4%）。また、「マーケティング（49.7%）」、「オフィスワーク事務職（46.8%）」、
「経営企画・事業企画・業務企画（43.4%）」もそれぞれ約半数近くが「異業種×異職種」への転職であるこ
とがわかります。一方で「機械エンジニア」「電気エンジニア」「建設エンジニア」「SE」「インターネット専
門職」といった技術系職種は、比較的「同業種×同職種」の割合が高く、それぞれ 30%前後が「同業種×同
職種」への転職であることを示しています。 

 

 
※『リクルートエージェント』転職決定者データの分析 

※転職前の職種を起点とする 
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解説 HR統括編集長 藤井 薫  

産業構造のシフトで、業種・職種を越えた越境転職が主流に。再定義を迫られる即戦力採用の考え方。 

ここ 10 年間の『リクルートエージェント』の転職決定者分析、業種・職種の越境転職状況。そこで見えてき
たのは、中途採用市場の構造的な変化です。特に注目したいのは、以下の三点です。 

１）今や中途採用市場は、「異業種×異職種」への転職が主流のパターンになっている。 
  「異業種×異職種」が年々増加する一方、「同業種×同職種」は減少の一途。 

2020 年度、「異業種×異職種」の転職パターンは 36.1％、「同業種×同職種」は 19.6％。 

２）業種や職種を越えた越境転職は、20 代が牽引かつ、30 代以上にも波及しつつある 
  「異業種×異職種」は、20～24歳で 52.0%と最大。年代が上がるにつれ「同職種」転職がメイン。 

ただし、30代以上でも「異業種×異職種」の転職パターンの増加が起きている 

３）接客系・企画系で「異業種×異職種」転職が顕著。全ての経験職種で業種越境の動き 
  「異業種×異職種」転職は：接客・販売系経験者が 65.4%と最大。マーケ、事務、経営企画も約半数近くが越境。 

機械・電気・建設・SE・ネット専門職といった技術系職種経験者も、比較的「異業種」転職の割合が高い。 

 

こうした越境転職が主流となってきた中途採用市場。そこには二つの背景があります。一つには、すべての
産業・企業がビジネスの在り方を変革する IX、CX(*)の動きがあります。すべての産業が、自らの業種や職種
を再定義する時代。それに呼応して、異業種・異職種の異能人材を積極的に中途採用しているのです。 

もう一つの背景は、働く個人の意識の変化です。人生 100 年時代を生きる働き手は、企業寿命と個人寿命の
逆転で、終身雇用より終身成長を望み出しています。これまでの業種や職種経験にとらわれず、自らの成長
機会を提供してくれる成長産業や成長企業に越境し出しているのです。 

いまや「同業種×同職種」転職は、市場全体のわずか２割です。今後、企業は、即戦力人材の定義を見つめ
直すと同時に、業種経験・職種経験の有無に依存していた採用時の人材評価も、より細かい粒度の適応スキ
ルやポータブルスキルの評価へと再定義を余儀なくされるでしょう。 

個人も、前職の業種・職種にとらわれず、異なる世界に出会いの機会を求めて越境する。そのためにも、自
らのスキルの棚卸しをし、ポータブルスキルを整理する。 

中途採用市場の構造変化の時代こそ、新たなキャリア戦略、採用戦略が求められています。 

＊IX=インダストリアル・トランスフォーメーション (産業変容) 
＊CX=コーポレート・トランスフォーメーション (企業の根幹からの変革) 

藤井 薫（ふじい・かおる）  
株式会社リクルート HR*統括編集長 
 
プロフィール（略歴） 1988 年、リクルート（現 株式会社リクルートホールデ
ィングス）に入社。以来、人と組織、テクノロジーと事業、今と未来の編集に
従事。『B-ing』、『TECH B-ing』、『Digital B-ing（現『リクナビ NEXT』）』、『Works』、
『Tech 総研』の編集、商品企画を担当。TECH B-ing 編集長、Tech 総研編集
長、アントレ編集長・ゼネラルマネジャーを歴任。 2016 年、リクナビ NEXT
編集長に就任（現職）、2019 年には HR 統括編集長を兼任（現職）。 

＊HR=Human Resources（人的資源・人材） 
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参考情報 

【年代別】転職時の業種・職種異同のパターン別推移 
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本件に関する 
お問い合わせ先 

https://www.recruit.co.jp/support/form/ 
本件に関する 
お問い合わせ先 

 リクルートグループについて 
1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・自動車・旅行・飲食・美容などの領域において、一人
一人のライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、メディア&ソリューション、
人材派遣の 3事業を軸に、4万 5,000人以上の従業員とともに、60を超える国・地域で事業を展開しています。2019年度の売
上収益は 2兆 3,994億円、海外売上比率は約 45％になります。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、社会からの
期待に応え、一人一人が輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供していきます。 

詳しくはこちらをご覧ください。  
リクルートグループ：https://recruit-holdings.co.jp/     リクルート：https://www.recruit.co.jp/ 

https://www.recruit.co.jp/support/form/

